
〈
特
集
「
東
西
の
知
」
２
〉

イ
ン
ド
・
仏
教
の
知

１
〈
知

〉

の

形

態

・
特

質

、
〈

知
〉

に

つ

い
て

の

考

え

方

を

、
東

西

に

渉

っ
て

比

較

検

討

す

る

と
い

う

今

回

の

シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム
に

お
い

て

、

イ

ン

ド

思

想

お

よ
び

イ

ン
ド

で

発

生

し

た
思

想

の

一

つ

と
し

て

の

仏
教

に

お

け

る

知

識

観

を

述

べ

、
比

較

の

素

材

を

提

供

す

る

の

が

。

わ

た

く

し

の

任

務

で

あ

る

。

思

想

表

現

が
最

も

し

ば

し

ば

言
語

を

通
じ

て

な

さ

れ

る

こ

と

に

鑑

み

、

そ

し
て

、
イ

ン

ド

の
主

流

言
語

た

る

サ

ン

ス

ク
リ

ッ

ト
語

が
印

欧

語

に

属

し

、

西

の

思

想

の

淵

源

の

一

つ

た

る

ギ
リ

シ

ヤ
の

言

語

と
同

族

で

あ

る

と

い

う

事

実

を

ふ

ま

え

て

、
〈
知

〉

を
表

わ
す

諸

語

の
考

察

か
ら

出

発

し

よ

う

。

サ

ン

ス
ク

リ

ッ
ト

語

で

〈

知

る
〉

を

意

味
す

る
語

根

に

は

ｖ
ｉｄ
-（

明

、
受

）

と
j
n
a
‐
（
知
、
識
）
を
二
本
の
柱
と
し
て
、
そ
の
他
類
似
の
作
用
を
含
め
る
と
。

ｂ
ｕ
ｄ
ｈ
-
（
覚
、
悟
）
、
c
i
t
-
（
思
）
、
m
a
n
-
（
意
、
思
）
、
ｉ
ｋ
ｓ
-
（
観
）
、
d
r
s
-

高
　
崎
　
直
　
道

（
p
a
s
）
（
見
、
観
）
、
d
h
i
-
（
知
）
、
d
h
y
a
i
-
（
観
、
慮
）
k
l
p
-
（
計
度
、
分
別
、

執
）
、
m
a
-
（
量
）
等
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
種
々
の
派
生
形
の
他
、
前
接
辞

（
ｖ
ｉ
-

，
　
ｐ
ｒ
ａ
-
，
　
ｐ
ａ
ｎ
-
,
　
ａ
-
，
　
ａ
ｄ
ｈ
ｉ
-
，
　
ｓ
a
m
-
（
　
ｅ
ｔ
ｃ
．
）
の
附
加
に
よ
っ
て
種
々
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
加
え
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
例
え
ば
、
j
n
a
-
に
つ
い
て
、

j
a
n
a
〔
智
〕
、
p
r
a
j
n
a
〔
慧
〕
、
s
a
m
j
n
a
〔
想
〕
、
a
b
h
i
j
n
a
〔
神
通
〕
、
v
i
j
n
a

〔
識
〕
、
ｅ
ｔ
ｃ
.
）
そ
の
ほ
か
、
i
-
,
 
g
a
m
-
な
ど
「
行
く
」
を
意
味
す
る
語
に
特

定

の

前

接

辞

を

附

し

て

、

知

る

、

理

解

す

る

等

の

意

を

表

わ

す

場

合

も

あ

る

。

(
e
.
g
.
 
ａ
ｖ
ｅ
-
，
 
ａ
ｖ
ａ
ｇ
ａ
ｍ
-
,
　
ａ
ｄ
ｈ
ｉ
ｇ
ａ
ｍ
-
，
　
ａ
ｂ
ｈ
ｉ
ｓ
a
m
-
ｉ
-
〉
　
ａ
ｂ
ｈ
ｉ
ｓ
ａ
ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
,

ａ

ｂ
ｈ

ｉ
ｓ
ａ
ｍ

ａ
ｙ

ａ

，
　
ｐ
ｒ
ａ

ｔ
ｌ
-
」

い

ま

そ

の

全

て

に

つ

い

て

検

討

す

る

余

裕

は

な

い

の
で
、
二
本
の
柱
で
あ
る
ｖ
ｉ
ｄ
-
と
ｊ
ｎ
ａ
-
を
主
に
採
り
上
げ
る
こ
と
と
す

る

。

知の教仏ドンイー1
7



２

手

掛

り

と

し

て

、

身

近

な

例

を

採

り

上

げ

て

み

よ

う

。

『

般

若

心

経

』

は

〈
般
若
波
羅
蜜
多
〉
す
な
わ
ち
般
若
（
ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｎ
ａ
、
慧
）
の
究
極
に
達
し
た
も
の

（

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ

ｉ
ｔ
ａ

）

の

心

髄

を

略

説

す

る

経

典

で

あ

る

が

、
こ

の

般

若

〔

は

ら

み

つ

〕

は
仏
（
ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ
〈
b
u
d
h
-
）
の
無
上
の
悟
り
（
a
m
ｕ
ｔ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
　
ｓ
a
m
ｙ
ａ
ｋ
-
ｓ
ａ
m
・

ｂ
ｏ
ｄ
ｈ
ｉ
　
〈
ｂ
ｕ
ｄ
ｈ
-
）
を
得
る
手
段
で
あ
り
（
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
得
阿
耨
多

羅

藐

三

菩

提

）

、

一

切

法

を

空

と

観

ず

る

知

恵

を

さ

す

が

、

同

時

に

そ

れ

自

体
が
〈
明
呪
〉
（
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
-
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
，
　
（
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
　
〈
ｖ
ｉ
ｄ
-
）
で
あ
り
、
真
実
不
虚

と

讃

え

ら

れ

る

。

こ
こ
で
、
ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｎ
ａ
，
　
ｆ
.
と
か
ｐ
ｒ
ａ
ｊ
ｎ
ａ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
，
　
ｆ
.
は
仏
教
教
理
上
、
悟
り
と

の

関

係

で

特

別

な

意

味

を

も

た

さ

れ

、

世

間

的

な

知

な

ら

ざ

る

超

越

知

を

意

味

す

る

術

語

と

な

っ

て

い

る

が

、

イ

ン

ド

一

般

で

い

え

ば

知

性

（

ｉ
ｎ

ｔ
ｅ

ｌ
ｌｅ
ｃ
ｔ
）

と

い

う

ほ

ど

の

こ

と

で

、
良

く

も

悪

く

も

は

た

ら

く

も

の

で

あ

る

。
仏

典

の

中

で
も
そ
う
し
た
一
般
的
な
用
例
は
多
々
あ
る
。
（
智
と
訳
さ
れ
る
ｊ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
に
つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

。
）

こ

れ

に

対

し

、

ｖ

ｉ
ｄ
ｙ
ａ

，
　
ｆ
.

は

イ

ン

ド

思

想

一

般

に

、

や

や

神

秘

的

な

知

力

、

霊

知

の

意

味

を

含

ん

で

い

る

。

す

な

わ

ち

、

ｖ

ｉ
ｄ
ｙ

ａ

と

は

広

く

は

知

識

、

学

問

一

般

を

さ

す

が

、

特

に

へ

三

明

〉

（

ｔ
ｒ
ａ
ｙ

！
　
ｖ

ｉ
ｄ
ｙ

ａ

）

の
名
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
（
Ｖ
ｅ
ｄ
ａ
　
〈
ｖ
ｉ
ｄ
-
）
を
さ
す
の
が
基
本
で
あ
る
。

＊

辞

書

に

よ

る

と

、

ｖ

ｉ
ｄ
ｙ
ａ

に

つ

い

て

、

Ｉ
．
　
ｔ
ｒ
ａ
ｙ

！
　ｖ

ｉ
ｄ
ｙ
ａ

’＊
　
Ｍ

ｈ
£
=

ヴ

ェ

ー

ダ

。

Ｉ
Ｉ
,
　
ａ
ｎ
ｕ
ｖ
ｌ
ｋ
ｓ
ｉ
k
i
哲
学
、
論
理
学
、
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
ｄ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ｉ
政
治
学
、
Ⅳ
.
 
v
a
r
t
t
a

技
術
、
の
四
種
を
数
え
る
の
が
通
例
と
な
さ
れ
る
。
そ
の
他
第
五
と
し
て
ａ
ｔ
m
-

ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
を
挙
げ
る
場
合
も
あ
る
（
『
マ
ヌ
法
典
』
ｖ
ｉ
ｉ
，
　
４
７
）
°
こ
の
第
五
は
直
接
に

は

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
哲

学

の
主

題

た
る

自

我

の
探

究

を

さ

す

が
、

ｊａ
ｔａ
-ｖ
ｉｄ
ｙ
ａ

つ
ま

り

宇

宙

生

成

論

と

か
、
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ

ａ
-ｖ
ｉｄ
ｙ
ａ

す

な
わ

ち

絶

対

者

た

る

梵

の

探

究

な

ど
と

並

ん

で

、

広
義

の

ヴ

ェ

ー

ダ
聖

典

の
主

題

と

い

え

よ

う

。

さ
ら
に
言
う
と
、
イ
ン
ド
思
想
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
）
に
と
っ
て
、
V
e
d
a

聖

典

は

す

べ

て

の

知

識

の

根

元

で

あ

り

、

ヴ

ェ

ー

ダ

の

こ

と

ば

は

絶

対

で

あ

る

。

そ

れ

は

絶

大

な

霊

力

を

そ

な

え

て

い

る

。

こ

の

ヴ

ェ

ー

ダ

の

こ

と

ば

を

ｍ

ａ
ｎ
ｔｒ
ａ

と

い

い

、

そ

の

具

え

る

霊

力

を

ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｎ

と

よ

ぶ

、

い

わ

ゆ

る

梵

で

あ

る

。

こ

の

霊

力

を

具

え

た

こ

と

ば

と

い

う

の

は

、

ま

た

別

に

真

実

語

ｓ
ａ
ｔｙ
ａ
ｖ
ａ
ｃ
ａ
ｎ
ａ

と

も

よ

ば

れ

る

。

う

そ

い

つ

わ

り

の

な

い

こ

と

ば

に

は

他

を

支

配

す

る

力

が

あ

る

と

い

う

一

種

の

言

霊

信

仰

で

あ

る

。

ｍ

ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ

は

し

た

が

っ

て
ｓ
ａ
ｔｙ
ａ
ｖ
ａ
ｃ
ａ
ｎ
ａ

と

同

義

で

、
〈

真

言

〉
と

訳

さ

れ

る

。

つ

ま

り

ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
-

ｍ
ａ
ｎ
ｔｒ
ａ

は

「

霊

知

の

こ

と

ば

」
「

霊

力

あ

る

こ

と

ば

」
「

真

実

語

」

で

、

単

な

る

世

間

的

な

知

識

や

、

世

間

的

な

こ

と

ば

以

上

の

も

の

、

超

越

的

な

人

間

の

運

命

を

左

右

出

来

る

よ

う

な

力

を

具

え

た

こ

と

ば

と

い

う

意

味

を

含

ん

で

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

般

若

は

ら

み

つ

が

、
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
ｍ

ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ

で

あ

る

と

い

う

こ

と

は

、

そ

の

知

（

お

よ

び

そ

れ

を

表

現

す

る

経

典
〔

の

こ

と

ば

〕
）

が

、

絶

対

的

・

超

越

的

な

も

の

で

あ

る

こ

と

の

表

明

と

受

け

取

る

こ

と

が

出

来

よ

う

。

＊
こ
こ
で
。
漢
訳
の
『
般
若
心
経
』
が
「
故
知
般
若
波
羅
蜜
多
、
是
大
神
呪
、
是
大

明

呪
」

と

い

う

に

対

し

、

梵

文

で

は

、
「

般

若

は

ら
み

つ

の

大
呪

は

、

こ

れ

大

明

呪

で

あ

る

」

と

よ

め

る

。

般

若

は

ら
み

っ

を

〈
知

〉
と

だ

け

解

す

る

と

、
〈
知

〉

が

こ

と

ぱ

（

呪

）

で

あ

る
と

い
う

の

は

な
り

た

た

な

い
よ

う

に
見

え

る
。

こ

れ

に

対

し

、

般

若

は

ら

み

つ

を

『
般

若

経

』

と

解
す

れ

ば
、

般

若

経

〔

の
こ

と

ぱ
〕

が



－

‐

‐

－

明
呪
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
会
通
出
来
る
。
し
か
し
。
他
方
で
は
、
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
に
も

そ
れ
だ
け
で
呪
力
あ
る
こ
と
ぱ
、
呪
文
の
意
が
あ

る
か
ら
、
そ
れ

と
対
応
さ
せ
れ

ば
般
若
は
ら
み

つ
な
る
〈
知
〉

が
〈
呪
文
〉
で
あ

っ
て
も
お

か
し
く
な

い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
イ

ン
ド
で
は
、
知
と
こ
と
ぱ
と
力

の
三
者
に
は

密
接

な
関
連

が
み
と

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
あ
と
で
ふ

れ

る
。
な
お
、
『
般
若
心

経
』
で
は
、
般
若
は
ら
み
つ
の
明
呪
と
は
、
具
体
的
に
は
「
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」
云
々

と
い
う
陀
羅
尼
を
さ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
般
若
は
ら
み

つ
（
知
）
＝
般
若

波
羅
蜜
経
＝
般
若
は
ら
み
つ
の
陀
羅
尼
が
、
明
呪
で
真
実
不
虚
。
そ
の
不
虚
た
る

所
以
は
、
「
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
　
ｇ
ａ
ｔ
ｅ
」
と
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
と
り
の
彼
岸
に
達
す
る

と
い
う
効

果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
集
約

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
真
言
密
教

的
解
釈
で
あ
る

。

３

以

上

、

『

般

若

心

経

』

の

用

例

を

材

料

に

、
ｖ
ｉｄ
-

と

ｊｎ
ａ
-

と

い

う

二

種

の

語

の

意

義

用

法

の

差

異

を

述

べ

て

み

た

が

、

言

語

自

体

と

し

て

は

、

如

何

な

る

相

違

が

あ

る

の

か

、

そ

れ

に

つ

い

て

若

干

ふ

れ

て

お

こ

う

。

ｙ
ｉ
ｄ
-
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
（
１
）
　
ｃ
ｌ
.
ｌ
．
　
ｖ
ｉ
ｄ
　
-
　
ｖ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ
（
知
る
）
、
（
２
）

ｖ
ｉｄ
　
-　ｖ
ｉｎ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
（

発

見

す

る

）

の

二

形

が

あ

る

が

、

古

く

は

同

一

語

根

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１
）
は
〈
知
る
〉
と
い
っ
て
も
、
感
覚
的
に
知
る

意

味

で

、

感

覚

、
〔
心

理

学

上

の

〕

知

覚

、

あ

る

い

は

、
・’感

受

（

領

納

）

と

い

っ

た

作

用

が

原

意

と

考

え

ら

れ

る

。

仏

典

で

は

こ

の

語

の

使

役

形

が

Ｊ

感

じ

る

、

感

受

す

る

の

意

で

用

い

ら

れ

、
ｖ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ａ
（

受

）

と

い

う

語

が

、

個

人

存

在

を

構

成

す

る

五

つ

の

要

素

（

五

蘊

）

の

一

つ

と

し

て

重

要

な

術

語

と

な

っ
て
い
る
。
（
基
本
的
な
心
作
用
の
一
つ
、
〔
心
所
法
の
中
の
大
地
法
に
属
す
〕
）

〈

受

〉

は

苦

・
楽

・

不

苦

不

楽

の

三

種

と

さ

れ

る

。

次
に
（
２
）
〈
発
見
す
る
〉
は
、
〈
見
付
け
る
〉
に
は
じ
ま
っ
て
、
〈
手
に
入
れ

る

〉
〈

所

有

す

る

〉

と

い

う

一
連

の

方

向

性

を

も

っ

て

意

味

を

展

開

さ

せ

て

い

る

一

方

、

受

動

形

ｖ
ｉｄ
ｙ
ａ
ｔｅ

（

見

出

さ

れ

る

）

は

、
〈
存

在

す

る

〉
〈
～

が

あ

る

〉
（
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
　ｉｓ
　
･・
･）

と

い

う

意

味

で

広

く

用

い

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

存
在
と
は
我
々
に
と
っ
て
経
験
さ
れ
る
も
の
、
と
い
う
人
生
哲
学
に
つ
ら
な

る

で

あ

ろ

う

。

こ

の
ｖ
ｉ
ｄ
-
は

、

ギ

リ

シ

ヤ

語

で

は

ｅ
ｉｄ
ｏ
ｎ
.

ラ

テ

ン

語

の
ｖ
ｉｄ
ｅ
ｏ

（
見

る

）

と

同

根

で

、

ド

イ

ツ

語

の
w

ｉｓ
ｓ
ｅ
ｒ
Ｔ

英

語

の
w

ｉｔ（
知

る

、
機

知

）
、
w

ｉｓ
ｄ
ｏ
ｍ

，

w
ｉｔｎ
ｅ
ｓ
ｓ（

目

撃

者

）

な

ど

が

同

系

に

属

す

る

。

ま

た

、
〈
見

る

〉

と

〈
知

る

〉

の
関
連
は
、
イ
ン
ド
で
は
、
d
r
s
-
（
p
a
s
）
（
見
る
）
そ
の
他
の
蜚
語
で
管
見

さ
れ
る
。
要
す
る
に
v
i
d
-
は
見
る
こ
と
、
直
接
経
験
、
直
接
知
覚
に
も
と
づ

く

知

と

い

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。

こ
れ
に
対
し
、
ｊ
ｎ
ａ
-
の
系
列
は
、
同
じ
知
る
で
も
、
頭
で
知
る
方
で
、
認

識
す
る
、
推
理
す
る
作
用
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
語
ｇ
ｎ
ｏ
ｔ
ｈ
ｉ
、
ラ
テ
ン
語

９
０
ｓ
ｉ
ｓ
と
同
根
で
、
ド
イ
ツ
語
ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
、
英
語
ｋ
ｎ
ｏ
w
と
対
応
す
る
。

そ
の
他
、
c
o
ｇ
ｎ
ｉ
ｚ
ｅ
（
＝
Ｆ
ｒ
.
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｉ
ｔ
ｒ
ｅ
）
、
　
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｇ
ｎ
ｉ
ｚ
ｅ
な
ど
が
同
系
列
で

あ
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
語
は
〈
生
れ
る
〉
Ｓ
ｋ
ｔ
，
　
ｊ
ａ
ｎ
-
，
　
Ｌ
ａ
ｔ
,
　
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｅ

と
も
関
連
し
、
そ
の
原
意
は
膝
（
Ｓ
ｋ
ｔ
．
　
ｊ
ａ
ｎ
ｕ
，
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
.
　
ｋ
ｎ
ｅ
ｅ
）
に
あ
る
と
い

う

。

つ

ま

り

、

子

が

生

れ

る

と

、

父

親

が

膝

に

抱

い

て

み

て

、

我

が
子

と

し

て

認

知

す

る

と

い

う

一

連

の

経

過

を

含

ん

で

の

〈
知

る

〉

の

意

だ

と

い

う

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

決

し

て

直

観

的

な

知

で

は

あ

り

え

な

い

。

知の教仏ドンイ
ｑ

ｙ

１



j
n
a
-
の
も
つ
こ
の
よ
う
な
性
格
は
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
思
想
の
展
開
の
上
で

検
証
し
て
み
て
も
妥
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ｊ
ｎ
ａ
-
の
系
列
の
語

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

の

は

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

以

後

で

あ

り

、

そ

れ

も
後
世
に
な
っ
て
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
主
張
を
ひ
る
が
え
っ
て
考
え
た
時
、

そ
こ
に
ｊ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
（
知
）
と
い
う
特
色
を
見
出
し
た
と
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
学
の
中
で
、
祭
事
部
k
a
r
m
a
-
k
a
n
d
a
と
知

識
部
、
j
n
a
n
a
k
a
n
d
a
が
分
け
ら
れ
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
等
が
前
者
に
属
す
る

に

対

し

、

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

が

後

者

と

し

て

独

立

性

を

み

と

め

ら

れ

た

こ

と

、

そ
し
て
、
こ
れ
が
後
世
、
 
Ｍ
ｌ
ｍ
ａ
ｍ
ｓ
ａ
学
派
（
正
確
に
は
k
a
r
m
a
-

m
i
m
a
m
s
a
祭
祀
の
探
究
）
と
Ｖ
ｅ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
学
派
（
こ
れ
は
j
n
a
n
a
-
m
i
m
a
m
s
a

と

も

い

わ

れ

る

）

へ

と

展

開

し

て

行

く

の

で

あ

る

。

仏

教

は

、

そ

の

基

本

を

、

さ

と

り

、

般

若

の

知

に

お

い

た

点

で

、

出

発

点

に

お

い

て

、

明

ら

か

に

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

の

系

列

に

つ

な

が

る

も

の

で

あ

る

こ

と

も

知

ら

れ

る

。

以

下

、

こ

れ

ら

の

点

を

ふ

ま

え

て

、

イ

ン

ド

思

想

に

お

け

る

〈

知

〉

の

展

開

を

略

述

し

て

み

た

い

。

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
哲
学
的
な
知
の
は
じ
め
で
あ
る
と

し

ば
し

ば
言
わ
れ

る
。
そ

し
て

、
そ
の
主
眼
は

、
梵
我
一
如
す

な
わ
ち
、
わ

れ

わ
れ
の
個
我
ア

ー
ト

マ
ン
が
本
来

、
宇
宙

の
唯
一
者

ブ
ラ
フ

マ
ン
と
同

一

で

あ
る
と
知

る
こ

と
に
よ

っ
て

、
解
脱

す
る
と
い
う
点

に
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
梵
我
一
如

は
哲
学

的
に
は
個
我

の
本
質

の
自
覚

と
い
う
こ
と
に
な
る

が

、

こ

の

同

一

の

観

念

の

成

立

の

背

景

に
は

極

め
て

呪

術

的

な
要

素

が
見

出

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

、
こ

の

〈
知

〉

は
知

る
こ

と
自

体

が
目

的

な

の
で

は
な

く

て

、

あ

る
も

の

と

同

一
視

す

る
こ

と

に

よ

っ

て

、

そ

の

も

の

に
成

る

と
い

う

効

能

が
期

待

さ
れ

て

い

る

。
自

我

は

ブ
ラ

フ

マ

ン

と

同

一

視

さ

れ

る

こ
と

に

よ

っ
て

、

ブ
ラ

フ

マ

ン

と

な

る
。

つ
ま
り

、

ブ
ラ

フ

マ

ン

の

も

つ

絶

対

的

・
超

越

的

な

力

が

自
分

の

も
の

と

な

る

と

い

う

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

観

念

操

作

は

ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
　（
ｕ
ｐ
ａ
-ａ
ｓ
す

る
こ

と

）

と

よ

ぱ
れ

て

い

た

。

現

在

は

こ

れ

を

〈
同

置
〉

あ

る

い

は

〈
同

置

結

合

〉

と

訳

し

て

い

る
。
ｕ
ｐ
ａ
-ａ
ｓ
と

は

一
般

に

は

、

近
ぐ

に

坐

る

、

侍

る

、
給

仕

す

る
と

い

う

こ

と

で

、

例
え

ば
仏

教
で
在
家
信
者
を
ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ａ
、
ｕ
ｐ
ａ
ｓ
ｉ
ｋ
ａ
（
優
婆
塞
、
優
婆
夷
）
と
よ
び
近

事

男

・
近

事

女

な

ど

と
訳

す

の

に
も

表

わ

れ

て

い

る
。

信

者

は

仏

に
奉

仕

し

、

出

家

修

行
者

の

た

め

に

食

を

提

供
す

る
の

が

そ

の

役

目

だ

と

い

う

こ

と

で
あ

ろ

う
。

こ

の

ｕ
ｐ
ａ
-
ａ
ｓ
-
は

ま

た
、
二

つ
の

も

の
を

近

づ
け

て

置

く

こ

と

か
ら

、

そ

れ

ら

を

似

た

も

の

、

同

じ

も

の

と
見

な
す

と
い

う

意

に

転

化

す

る
。

そ

の

用
例
は
『
ア
タ
ル
グ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
は
じ
ま
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で

は

、

身

近

に

あ

る
も

の

（
ａ
ｄ
ｈ
ｙ
-
ａ
ｔ
m
a
m
、

個
人

に
関

わ

る

も
の

、
個

人

の

身

体

の

諸

部

分

な

ど
）

と

神

的

な

も

の

（
ａ
ｄ
ｈ
ｉ
-ｄ
ｅ
ｖ
ａ
ｔ
a
m
、
神

格

ｄｅ
ｖ
ａ
ｔａ

に
関

わ

る

も

の

、
霊

力

を

も

つ
と

考
え

ら

れ

る
自

然
的

存

在

）
と
の

間

に

対

応

関

係

を

考

え

、
そ

こ

に
個

人

の
死

後

の

運
命

を

托

そ

う

と
す

る
も

の

で

あ

る
。

個

人

的

存

在

の

諸

部

分

と

、
宇

宙

的
存

在

と

の
対

応

関

係

は

、
例

え

ば
眼

と
太
陽
、
意
（
マ
ナ
ス
）
と
月
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
『
リ
グ
・
ヴ

ェ
ー

ダ
』

以

来

み

ら

れ

、

イ

ン
ド

人

と
共

に
古

い
思

考

と
考

え

ら

れ

る

が
、



『
ア
タ
ル
グ
ア
・
グ
ェ
ー
ダ
』
に
な
っ
て
と
く
に
、
神
々
の
祭
祀
と
は
ち
が

っ
た
呪
法
の
原
理
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ッ
ド
に

ひ

き

継

が

れ

て

い

る
の

で

あ

る
。

一

例

を

挙

げ

る
と

、
身

近

な

存

在

と

し

て

の

牛

を

、

目

に
見

え

な

い

力

と

し

て

の

生

気

（
プ

ラ

ー
ナ

）

と

し

て
ｕ
ｐ
ａ
-ａ
ｓ

す

る
と

き

、
牛

の

支

配

を

通

じ

て

、

生

気

も

自

由

に
出

来

る
。

そ

こ

で

、

「

牛

を

生

気

と

知

る
者

は

敵

の

息

の

根

を

止

め

る

こ

と

が
出

来

る

。
」

こ

れ

は

敵
を
退
治
す
る
た
め
の
呪
詛
の
や
り
方
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
効
果
が
期

待

さ

れ

る
の

は
呪

詛

だ

け

で

は

な

い

。

む

し

ろ

、

個
人

の
死

後

の

幸

福

を
願

い

、
そ

の

力

を
得

る
手

段

と

し

て

同

置

の

論

理

が
用

い
ら

れ

る
。

ヴ

ェ

ー

ダ

の
宗

教

は

『

ブ

ラ

ー
フ

マ
ナ

』

の
段

階

ま
で

は

、
神

々

の
世

界

を
不

死

と

考

え

、
こ

の

世

で

死

ん

で

後

、
神

々

の
世

界

に

生

れ

る
こ

と

、
す

な
わ
ち
不
死
を
願
っ
て
神
々
を
祭
っ
た
。
し
か
し
、
司
祭
者
た
る
バ
ラ
モ
ン

の

優

位

性

に
対

し

、
相

対

的

に

神

々
に

対

す

る
評

価

が

低
下

し

、
そ

の
不

死

性

に
疑

問

が

な

げ

か
け

ら

れ

、
天

界

で

も
果

報

が
尽

き

れ

ば
再

死

す

る

と

い

う

考

え

（

つ

ま
り

輪

廻
思

想

の

は

じ

ま
り

）

が

生

ず

る

と

、

そ

の
神

々

の

世

界

を
超

え

た

絶
対

の
不

死

の
世

界

と

し
て

、

梵

界

す

な

わ

ち

ブ
ラ

フ

マ

ン

の

世

界
（
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｌｏ
ｋ
ａ
）

が

想

定

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

た
。

ブ

ラ

フ

マ
ン

は

、

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
。
ヴ
ェ
ー
ダ
の
こ
と
ば
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｒ
ａ
ひ
そ
む
呪
力
が

原

意

と

さ

れ

る

が

（

そ

の

呪

力

を

握

る

地

上

的

存

在

が
、

司

祭

者

た

る
婆

羅

門
、
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
）
、
こ
の
呪
力
の
絶
対
性
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、
ブ
ラ
フ

マ

ン

を
世

界

の
創

造

者

と

す

る
神

話

が
生

れ

、

ま

た

、
絶

対

的
存

在

と
し

て

モ

こ

に
不

死

な

る

も

の

を

見

る
こ

と

に

な

っ
た

。

こ

の
不

死

な

る

世
界

に

ひ

と
が
此
世
で
の
死
後
入
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。
そ
こ
に
、
『
ア
タ
ル
ヴ

ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
的
な
ウ
パ
ー
サ
ナ
の
呪
法
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す

な

わ

ち

、

個

々

の

神

々

で

な

く

、

神

々

の

背

後

に

あ

る

絶

対

者

ブ

ラ

フ

マ

ン

を
崇
拝
し
（
u
p
a
s
-
）
、
自
己
が
本
質
的
に
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
（
ａ
ｈ
ａ
ｍ

ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ

ａ
ｓ
m
i
）

を

知

っ

て

、

ブ

ラ

フ

マ

ン

と

な

る

。

す

な

わ

ち

不

死

性

を

獲

得
す
る
。
こ
こ
に
「
か
く
知
る
も
の
（
y
a
 
e
v
a
m
 
v
e
d
a
）
は
、
そ
れ
と
成
る

（
ｓ
ａ
　
ｔ
ａ
ｄ
　
ｂ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
）
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
知
即
成
の
呪
法
的
世
界
が
、
梵

我

一

如

の

知

と

い

う

形

で

完

成

す

る

。

こ

れ

が

、

ｂｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｖ
ｉｄ
ｙ
ａ

と

か

、

ａ
ｔ
m
a
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
と
よ
ば
れ
て
い
る
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
新
し
い
学
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
ウ
パ
ー
サ
ナ
の
知
が
、
呪
法
性
を
脱
皮
し
て
い
く
に
つ
い
て

は

、

実

践

方

法

の

上

で

の

大

き

な

変

化

を

伴

っ

て

い

る

こ

と

も

注

意

す

る

要

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

古

く

は

呪

力

を

身

に

つ

け

る

方

法

と

し

て

修

行

さ

れ

た

タ
パ
ス
（
苦
行
、
t
a
p
a
s
も
と
熱
力
を
い
う
。
そ
れ
は
万
物
を
生
む
力
で
あ

り

、

ま

た

す

べ

て

を

支

配

す

る

力

と

な

る

。
）

に

代

り

、

心

を

安

定

し

、
統

一

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ウ

パ

ー

サ

ナ

を

達

成

す

る

と

い

う

方

法

、

す

な

わ

ち

ヨ
ー
ガ
（
y
o
g
a
）
が
修
行
実
践
法
と
し
て
有
効
と
な
っ
た
と
と
で
あ
る
。
ヨ

ー
ガ
に
よ
っ
て
ひ
と
は
超
越
的
な
知
（
直
観
）
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

５
仏
教
の
成
立
期
は
、
一
方
で
は
な
お
祭
祀
も
有
効
と
さ
れ

、
呪
術
的
世
界

も
広
汎
に
存
在
し
て

い
た
が
、
同
時
に
ウ
パ
ニ

シ
ャ

ド
的

な
知
の
実
践
法
、

ヨ
ー
ガ
も
、
少
な
く
と
も
一
定
の
範
囲
で
―
―
例
え
ば
王
族
と
か
遊
行
者
仲

知の教仏ドンイ
―
ｎ
ｘ

・



間
と
か
―
―
周
知
さ
れ
て
い
た
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
人
生
を
苦

と

見

る

こ

と

を

出

発

点

と

し

、

そ

の

原

因

を

追

求

し

、

苦

を

根

絶

す

る

こ

と

を

通

じ

て

。

不

死

（

涅

槃

）

を

得

よ

う

と

努

力

し

た

。

そ

の

苦

行

の

過

程

に

あ
っ
て
、
ブ
ッ
ダ
は
人
生
の
事
実
（
無
常
で
あ
る
こ
と
）
を
如
実
に
知
る

（
ｙ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｂ
ｈ
ｕ
ｔ
a
m
　
ｒ
ａ
ｊ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
）
　
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
を
克
服
す
る
こ
と
が
出

来

、

不

死

性

の

獲

得

（

不

受

後

有

、

二

度

と

輪

廻

生

存

を

受

け

な

い

）

を

確

信

し

た

。

こ

の

体

験

を

悟

り

（
ｂ
ｏ
ｄ
ｈ
ｉ

覚

）

と

よ

び

、

そ

れ

に

よ

っ

て

ブ

ッ

ダ

は

ブ

ッ

ダ

（

ｂ
ｕ
ｄ
ｄ
ｈ
ａ

覚

者

）

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。

こ

こ

で

ｂ
ｕ
ｄ
ｈ
-
と

は

元

々

、

蕾

が

開

く

よ

う

な

、

あ

る

い

は

つ

む

っ

て

い

る

目

が

開

く

よ

う

な

状

態

（

及

び

開

け

る

動

作

）

を

言

う

。

目

が

開

く

こ

と

に

よ

っ

て

も

の

が

よ

く

見

え

て

く

る

。

ブ

ッ

ダ

は

そ

の

悟

り

の

体

験

を

語

っ

た
時
、
「
法
（
ｄ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
）
が
目
の
前
に
現
わ
れ
た
（
p
a
d
u
　
ｂ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
）
」
と
言

っ

て

い

る

。

こ

こ

で

「

法

」

が

何

を

意

味

し

て

い

る

か

、

厳

密

に
（
文

献

上

）

規

定

す

る

の

は

難

し

い

が

、

一

般

的

に

言

え

ば

、

自

然

の

運

行

と

か

、

社

会

的

・

道

徳

的

規

範

等

の

す

べ

て

に

通

じ

る

よ

う

な

、

も

の

の

道

理

、

き

ま

り

、

あ

る

べ

き

す

が

た

と

い

っ

た

も

の

、

仏

の

教

え

で

具

体

的

に

い

え

ば

、

人

は

生

れ

て

は

死

ぬ

も

の

で

あ

る

こ

と

、

諸

行

無

常

と

い

う

よ

う

な

道

理

・

真

理

で

あ

ろ

う

。

そ

れ

が

あ

り

の

ま

ま

に

見

え

て

来

た

と

い

う

の

で

あ

る

。

こ

の

悟

り

の

体

験

は

ま

た

、
「
法

を

証

す

る
（
ａ
ｄ
 ｈ
ｉ
-ｇ
ａ
ｍ

Ｉ
、

通

達

す

る

）
」
と

も

い

わ
れ
、
「
法
を
見
る
（
p
a
s
-
）
」
と
も
「
如
実
知
見
（
〔
ｙ
ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｂ
ｈ
ｕ
ｔ
ａ
〕
　
ｊ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
-

d
ａ
ｒ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
）
」
「
真
実
を
見
る
（
ｔ
ａ
ｔ
ｔ
ｖ
ａ
-
ｄ
ａ
ｒ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
）
 
」
等
々
と
も
言
わ
れ
、
こ
こ

に
〈
知
〉
（
j
n
a
-
,
 
p
r
a
j
n
a
,
　
ｊ
ｉ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
)
に
よ
る
悟
力
と
い
う
図
式
が
成
立
す
る
。

な

お
、
〈
知

〉

に
よ

る
悟

り

が
解

脱

・

涅
槃

・
不

死

の
獲

得

、
苦

の

滅

と

さ

れ

る
と

き

、

当

然

、

無

知

が
苦

の
因

と

し

て
大

き

く
取

り

上

げ

ら

れ

る

こ

と

と

な

る

。

こ

の

図

式

は

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

の
中

で

も
す

で

に
現

わ

れ

る

が
、

仏
教
で
も
ま
た
無
明
（
ａ
ｖ
ｉ
ｊ
ｊ
ａ
,
　
ａ
ｖ
ｉ
ｄ
ｙ
ａ
）
が
苦
の
根
元
と
し
て
渇
愛
（
執
着
）

と

な

ら

べ

て
挙

げ

ら

れ

、

最

終

的

に

は
十

二

支

縁

起

の
図

式

に
み

ら

れ

る

よ

う

に

、
そ

れ
以

上

遡

る
原

因

を
も

た

ぬ

、
苦

の
究

極

的

原

因

（
正

確

に

は
苦

集

↓

苦

の
生

起

に

お
け

る

考
察

可

能

な
法

の
出

発

点

）

と
し

て

定

着

す

る

。

こ

の

場

合

、
そ

れ

が

ａ
ｊｎ
ａ
ｎ
ａ

と

い

わ

れ

ず

、
ａ
ｖ
ｉｄ
ｙ
ａ

と

さ
れ

て

い

る

の

は

、

人

間

の
推

理

的

経

験

知

の
範

囲

を

超

え

た
不

可

思
議

性

（

例

え

ば

、
「
無

始

」
、

そ

の

は

じ

め

が
知

ら

れ

な

い

と
さ

れ

る

よ

う

な

）

が

そ

こ

に

感

得

さ
れ

る

か

ら

で

あ

ろ

う

か

。
（
同

様

に
、

法

の

悟
り

方

に

つ

い

て

、
法

は
他

か
ら

教

え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
自
内
証
の
も
の
（
ｐ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
ｔ
ｔ
a
m
.
　
ｖ
ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ａ
ｂ
ｂ
ｏ
）
」
と

い
わ

れ

る
時

も

、
ｖ
ｉｄ
-
が

用

い

ら

れ

て

い

る

。
自

内

証

と

は
体

験

さ

る

べ
き

こ

と

の
意

を

含

む

。
）

以

上

の

仏

教

に

お
け

る

〈
知

〉

の

基

本
構

造

に

お

い

て

、
「
法

」

が

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

に

お
け

る
ブ

ラ

フ

マ

ン

の

位

置

に

代

る

も

の

で

あ

る
こ

と
は

容

易
に
観
取
さ
れ
よ
う
。
ブ
ッ
ダ
は
時
に
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｂ
ｈ
ｕ
ｔ
ａ
，
　
ｄ
ｈ
ａ
ｍ
m
ａ
ｂ
ｈ
ｕ
ｔ
ａ

（
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
成
れ
る
も
の
、
法
と
な
れ
る
も
の
）
、
ｂ
ｒ
ａ
ｈ
ｍ
ａ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
，
　
ｄ
ｈ
ａ
-

m
m
ａ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
（
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
身
体
と
し
、
法
を
身
体
と
す
る
も
の
）
等
と
表

現

さ
れ

る

。

こ

れ

は
悟

る

こ

と

を

〔
悟

り

の

対

象

と
〕
　
一
体

と

な

る
と

表

現

し
て
い
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
知
即
成
の
一
つ
の
変
形
で
あ
る
。
た
だ
し
仏
教
、

で

は

、
法

は
真

理

と
し

て

つ

ね

に
不

変

で

あ

る
（
「
如

来

が
世

に
出

て

も
出



く
て
も

、
法

は
常

に
確
立
し
て
い

る
」
）
と
い
う
形
で
そ
の
絶
対
性

が
主
張

さ

れ

、
不
死
の
世
界
（
涅
槃
）
そ
の

も
の
で

は
な
い
。
そ
こ

に
知

の
独

立
性

が

一
歩
す
す

め
ら
れ

た
点

を
読
み

と
る
こ

と
も
出
来

よ
う
。［
真
理

は
諸

行
無
常

や
諸
法
無
我

な
ど
の
命
題

、
縁
起
、
空
性
と
い
っ
た
術
語

で
表
現
さ
れ
る
。）

し
か
し
、
仏
の
絶
対
性

が
強
調

さ
れ
る
と
共
に
、
法
身
と
い
う
形

で
、
イ
ン

ド
的
な
絶
対

者
の
性
格
（

究
極
的
に
そ
こ
に
合
一
す

べ
き
も
の
）

が
復
活
す

る
。
知
即
成
的
な
見
方
は
仏
教
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

＊

こ
の
伝
統
は
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
、
『
法
華
経
』
な
ど
の
大
乗
経
典
、
如
来
蔵

思
想
、
そ
し
て
密
教
と
い
う
系
譜
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
中
観
派

・
瑜
伽
行
派
の
学
説
は
法
の
客
観
性
・
真
理
性
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
と
に
瑜
伽
行
派
の
唯
識
説
は
迷
悟
の
心
の
転
換
の
考
察
を
軸
と
し
て
、
知
識
論

を
展
開
し
て
、
存
在
と
認
識
に
つ
い
て
の
純
哲
学
的
な
考
察
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
イ
ン
ド
的
・
仏
教
的
な
知
の
問
題
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
後
代
の
発
達
を

検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

註
記
は
省
略
す
る
が
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
ウ
パ
ー
サ
ナ
論
等
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「

ウ
パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
の
哲
学
」
（
『
講
座
東
洋
思
想
Ｉ
　
イ

ン
ド
思
想
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
3
3～
3
5頁
）
を
参
照

さ
れ

た
い
。

（
た
か
さ
き
・
じ
き
ど
う
、
イ
ン
ド
哲
学

・
仏
教
学
、
東
京
大
学
教
授
）

知の教仏ドンイー2
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